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　｢

平
和
憲
法
と
共
に
歩
ん
だ
日
本｣

の
立
場
が
転
換
さ
れ
る
か
の
歴
史
的

な
〝
今
〟
を
迎
え
て
い
る
。
集
団
的

自
衛
権
を
容
認
す
る｢

安
保
法
制
の

諸
法｣

が
閣
議
決
定
を
基
盤
に
し
て
、

憲
法
違
反
、
立
憲
主
義
を
崩
壊
さ
せ

る
も
の
と
の
国
民
の
多
く
の
声
を
無

視
し
て
強
行
採
決
が
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
強
行
の
中
心
に
安
倍

晋
三
首
相
が
い
て
祖
父
岸
信
介
元
首

相
を
畏
敬
し
て
、
そ
の
信
念
を
継
承
・

実
現
さ
せ
る
こ
と
に
執
念
を
燃
や
し

て
い
る
。
現
在
の｢

集
団
安
保｣

の

前
に｢

日
米
安
保｣

が
有
り
、
そ
れ

　

が
五
五
年
前
の
一
九
六
〇
年
の｢

安

保
騒
動｣

で
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
〝

青
春
の
学
生
〟
で
あ
り
、
Ｌ
９
の
面
々

が
共
々
に
デ
モ
行
進
を
し
、
深
刻
に

悩
ん
で
い
た
。

　
Ｌ
９
と
は｢
も
は
や
戦
後
で
は
な

い｣

と
経
済
白
書
に
記
録
さ
れ
た
昭

和
三
二(

一
九
五
七)
年
に
旧
制
姫

路
高
等
学
校
の
校
舎
・
白
陵
寮
を
継

承
し
た
神
戸
大
学
教
養
課
程
に
入
学

し
た
文
学
部
の
同
期
性
の
こ
と
で
あ

る
。
終
戦
・
敗
戦
の
時
に
国
民
学
校

一
年
生
で
あ
っ
て｢

教
育
勅
語｣

　
を

入
学
式
の
時
に
聞
い
た
か
の
記
憶
が

あ
る
程
度
で｢

も
の
ご
こ
ろ｣

の
つ

い
た
戦
後
の
七
〇
年
を
生
き
て
来
た

　

者
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
者
た
ち
が
戦

後
七
〇
年
の
今
年
に
〝
喜
寿
〟
を
迎

え
、
万
感
の
想
い
を
胸
に
し
て
年
々

歳
々
の
同
窓
会
を
八
月
二
十
七
～
二

十
八
日
に
開
催
。
生
涯
を
人
権
教
育

に
尽
力
し
た
姫
路
の
岸
本
守
兄
が
幹

事
長
・
世
話
役
。
止
む
な
い
次
第
が

あ
っ
て
ド
タ
キ
ャ
ン
の
二
人
が
欠
席

と
な
っ
た
が
、
異
能
・
曲
者
の
十
勇

士
が
日
生
諸
島
の
鹿
久
居
島
の
鹿
久

居
荘
で
の
昼
食
に
集
結
。
〝
や
あ
、

お
う
〟
の
単
純
明
快
な
手
を
挙
げ
て

の
再
会
。
本
来
の
集
合
場
所
は
正
午

に
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
日
生
駅
で
あ
っ
た
が
、

我
ら
を
乗
せ
て
走
る
広
瀬
豊
英
車
が

予
定
時
間
を
三
〇
分
超
過
し
た
こ
と

　

に
よ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
ケ
ー
タ
イ

は
相
互
の
情
報
と
腹
立
ち
を
鎮
め
る

の
に
便
利
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
。

　
猛
暑
の
後
の
天
候
が
盆
を
画
期
と

し
て
気
温
降
下
、
台
風
襲
来
で
急
変

し
た
。
世
話
役
の
気
を
も
ま
せ
た
八

月
下
旬
、
集
合
の
日
は
青
天
白
日
の

好
天
で
あ
っ
た
。
昼
食
の
後
に｢

た

ぬ
き
展
望
台｣

か
ら
瀬
戸
内
海
を
眺

望
す
る
。
展
望
塔
上
に
同
志
の
十
勇

士
の
う
ち
九
士
が
写
真
を
撮
り
あ
う
。

歳
月
を
経
て
の
同
窓
会
の
年
々
歳
々

の
会
合
の
素
晴
ら
し
さ
を
想
う
。

　
閑
谷
学
校
へ
の
訪
問
は
三
度
目
と

な
る
。
最
初
は
若
い
日
の
地
方
史
研

究
会
の
歴
史
探
訪
、
二
度
目
は
娘
が

結
婚
す
る
相
手
の
住
居
が
そ
の
地
に

あ
っ
て
、
表
敬
の
訪
問
を
し
て
、
そ

の
時
に
一
同
で
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

三
度
目
が
今
回
の
探
訪
で
あ
る
。
探

訪
の
時
々
に
見
え
る
も
の
が
異
な
る
。

　
閑
谷
学
校
は
名
君
の
誉
れ
の
高
い

岡
山
藩
主
の
池
田
光
政
が
寛
文
十(

一

六
七
〇)

年
に
津
田
永
忠
を
し
て
建

立
さ
せ
た
も
の
で
、
そ
の
時
の
建
立

の
講
堂
は
国
宝
で
あ
り
、
他
の
構
造

物
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
閑
谷
学
校
が
完
成
さ
れ
る
の
は

光
政
の
死
後
、
元
録
十
四(

一
七
〇

一)

年
の
二
代
藩
主
綱
政
の
赤
穂
浪

士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
の
頃
で
、
庶

民
教
育
を
目
的
と
す
る
学
校
建
造
物

と
し
て
は
世
界
最
古
の
も
の
と
さ
れ
、

現
在
に
も
建
学
の
思
想
が
継
承
さ
れ

て
、
閑
谷
に｢

論
語
朗
誦
の
声｣

が

響
く
雰
囲
気
が
存
在
し
て
い
る
。
孔

子
廟
の
前
に
孔
子
の
生
地
の
曲
阜
の

孔
子
林
の
種
か
ら
育
て
た
一
対
の
楷

の
木
が
大
木
と
な
り
、
秋
に
は
見
事

に
紅
葉
す
る
。
磨
き
こ
ま
れ
た
講
堂

の
床
面
が
反
射
し
、
そ
こ
に
正
座
し

て
の
論
語
朗
誦
が
勉
学
法
。『
閑
谷

学
校
・
あ
い
う
え
お
論
語
』
の
小
冊

子
を
購
入
す
る
。
論
語
の
名
言
を
「
あ｣

か
ら｢

わ｣

ま
で
の
頭
音
で
編
集
し

て
い
る
。｢

あ｣

の
項
に｢

過
ち
て
改

め
ざ
る
、
是
を
過
ち
と
謂
う｣

。

「
わ｣

の
項
に
は｢

吾
十
有
五
に
し
て

学
に
志
し
、
三
十
に
し
て
立
ち
、
四

十
に
し
て
惑
わ
ず
、
五
十
に
し
て
天

　

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

戦
後
七
〇
年
の
〝
今
〟

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

　螺旋階段を登り詰めての展望台を背にして

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

よ
り
し
ろ

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
七
六
）

文
・
出 

水
　
康 

生

日
生
・
閑
谷
学
校
・
夢
二
の
生
家
・
長
嶋
愛
生
園
歴
史
回
廊
に
て

Ｌ
９(

エ
ル
ナ
イ
ン)

喜
寿
同
窓
会
、
今
に
し
て
学
ぶ

Monthly Topics

閑谷学校の講堂(国宝)

｢いこいの村岡山｣の案内板

宿舎の窓から朝日日本百選の旭が昇る

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟一
氏
と
村
詮
の
出
会
い

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

能
と
阿
波
踊
り

好
天
の
閑
谷
学
校

風流傘を依代としての風流踊り

青天の ｢たぬき山展望台｣へ

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

孔子聖廟前の楷の木

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

青天の ｢たぬき山展望台｣ へ

竹久夢ニの生家

ひ
な
せ
　
　
　
し
ず
た
に
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

ト
ッ
プ
と
現
場
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

特

徴

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
と

国
内
の
賦
存
量

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

無双連の風流踊り
蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

普
平
山
妙
興
寺

命
を
知
る｣

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
宿
泊
は
日
本
の
朝
日
百
選
認
定
の

虫
明
迫
門
の
曙
を
眺
望
す
る｢

い
こ

い
の
村
岡
山｣

で
あ
る
。
平
氏
を
全

盛
に
導
く
平
忠
盛
が｢

虫
明
の
迫
門

の
曙
見
る
折
り
ぞ
都
の
こ
と
も
忘
ら

れ
に
け
り｣

と
詠
ん
で
い
る
。
立
春

か
ら
数
え
て
二
百
十
日(
九
月
一
日

頃)

の
前
後
一
週
間
が
最
高
の
も
の

と
さ
れ
、
そ
の
時
期
に
会
合
・
宿
泊

し
て
、
長
島
と
鴻
島
の
間
、
そ
の
先

の
大
名
府
島
と
頭
島
の
間
、
天
と
海

の
接
す
る
辺
り
か
ら
朝
日
が
昇
り
始

め
る
と
、
空
と
海
、
島
々
は
美
し
く

黄
金
色
に
染
ま
る
。
そ
の
景
観
は
ま

さ
に
荘
厳
と
さ
れ
る
宿
で
交
歓
、
互

い
に
熱
唱
。
そ
の
翌
朝
に
そ
の
景
観

を
写
真
に
撮
る
た
め
に
デ
ジ
カ
メ
を

構
え
同
室
の
同
志
を
起
し
た
が
、
デ

ジ
カ
メ
で
は
な
あ
、
と
す
る
。

　
瀬
戸
内
市
邑
久
本
町
本
庄
に
竹
久

夢
二
の
生
家
が
二
五
〇
年
ほ
ど
の
歳

　

月
を
経
た
茅
葺
き
屋
根
で
風
格
の
あ

る
母
屋
と
屋
敷
が
周
辺
の
自
然
と
融

和
し
て
存
在
す
る
。
夢
二
郷
土
美
術

館
本
館
が
岡
山
市
中
区
に
あ
り
、
夢

二
の
漂
泊
と
抒
情
の
天
才
を
示
し
た

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を

十
年
ほ
ど
以
前
に
探
訪
し
て
い
て
生

家
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
の
今
回
の
探
訪
。
夢
二
が
十
六
才

ま
で
生
活
し
、
姉
弟
の
思
い
の
こ
も

っ
た
小
部
屋
。｢

花
の
お
江
戸
じ
ゃ
夢

二
と
呼
ば
れ
故
郷
へ
帰
れ
ば
へ
の
へ

の
茂
次
郎｣

と
意
識
し
な
が
ら
、
独

自
の
情
趣
と
哀
感
を
絵
画
に
表
現
し
、

そ
れ
が
同
時
代
の
人
々
の
生
活
に
と

け
こ
み
、
現
在
に
も
そ
の
描
く
心
情

と
甘
美
な
風
情
の
夢
二
式
美
人
が
一

典
型
と
さ
れ
新
し
い
時
代
の
イ
メ
ー

ジ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
さ
れ
、
恋
多

き
美
と
生
活
の
創
造
者
と
な
っ
た
。

こ
ん
な
夢
二
へ
の
評
論
を
互
い
に
思

い
な
が
ら
、
夢
二
式
美
人
を
好
む
か

否
か
を
論
じ
て
わ
い
わ
い
が
や
が
や

と
談
論
風
発
の
罰
当
た
り
な
喜
寿
の

十
勇
士
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
が
弱
い
感
染
力
の｢

ら

い
菌｣

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

一
八
七
三(

明
治
六)

年
に
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
ア
ル
マ
ウ
ェ
ル
・
ハ
ン
セ
ン

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
多
く
の
化
学

者
の
努
力
に
よ
る｢

プ
ロ
ミ
ン｣

の

製
造
、
さ
ら
に
改
良
さ
れ
た
ダ
ブ
ソ

ン
・
ク
ロ
フ
ァ
ジ
ミ
ン
・
リ
フ
ァ
ン

ビ
シ
ン
の
三
者
併
用
に
よ
る
二
年
の

治
療
に
よ
っ
て
完
治
と
す
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
る
。
そ
れ
が
一
九
八
一(

昭

和
五
六)

年
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン

病
菌
が
結
核
菌
に
よ
く
似
た
も
の
で

あ
り
、
国
民
病
の
よ
う
に
さ
れ
た｢

肺

病
・
結
核｣

が｢

ス
ト
マ
イ
・
パ
ス
・

ア
イ
ナ｣

の
三
者
併
用
の
化
学
療
法

で
完
治
す
る
と
さ
れ
た
時
代
と
同
時

期
で
あ
る
。
こ
れ
も
戦
後
七
〇
年
の

時
代
の
偉
大
な
成
果
で
あ
る
。

　
結
核
と
ハ
ン
セ
ン
病
が
歴
史
的
に

｢
肺
病
・
癩
病｣

と
さ
れ
て
仏
教
的
な

因
果
思
想
に
よ
っ
て｢

前
世
の
悪
業

の
罰
と
し
て
の
業
病
・
天
刑
病｣

と

さ
れ
て
来
た
。
そ
の
た
め
に
ど
れ
ほ

ど
多
数
の
人
々
が
前
途
有
為
の
道
を

閉
ざ
さ
れ
た
か
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
。
結
核
の
国
立
療
養
所
は
廃
絶

さ
れ
た
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
国
立
療

養
所
は
い
ま
だ
十
三
か
所
が
存
在
し

て
一
七
一
八
人
が
平
均
年
齢
が
八
三
・

九
才
で
生
活
し
て
い
る(

本
年
五
月

一
日
現
在)

。
今
に
し
て
の
再
認
識

を
さ
せ
て
く
れ
た
長
島
愛
生
園
に
は

二
二
五
人
、
大
島
青
松
園
に
八
七
名
、

最
近
に
再
認
識
さ
れ
、
川
端
康
成
に

見
出
さ
れ
て
『
い
の
ち
の
初
夜
』
を

世
に
出
し
、
自
身
の
思
い
の
た
け
を

文
学
的
に
表
現
し
た
北
條
民
雄
が
自

殺
願
望
を
克
服
し
て
生
き
る
た
め
に

入
っ
た
多
摩
全
生
園
に
は
二
一
三
人

が
生
活
し
て
い
る
。

　
完
治
で
き
る
ハ
ン
セ
ン
病
が
日
本
史
、

世
界
史
に
記
録
さ
れ
る
。
古
代
エ
ジ

プ
ト
で
の
こ
と
が
旧
約
聖
書
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
救
済
が
新
約
聖
書

に
記
録
さ
れ
、
日
本
で
は
聖
武
天
皇

の
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
に
よ
る
鎮
護

国
家
を
祈
念
し
た
時
の
聖
武
天
皇
・

光
明
皇
后
の
施
薬
院
の
治
療
の
こ
と

が
日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ
る
。

　
戦
国
時
代
の
屏
風
絵
に
白
布
で
顔

を
隠
し
た
人
々
が
描
か
れ
、
関
ヶ
原

合
戦
に
刎
頚
の
友
と
し
た
と
さ
れ
る

石
田
三
成
の
義
侠
に
応
じ
て
西
軍
に

敦
賀
城
主
の
立
場
か
ら
一
族
と
共
々

に
参
戦
し
た
大
谷
刑
部
少
輔
吉
継
が

白
頭
を
号
と
し
た
こ
と
が
、
ハ
ン
セ

ン
病
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
近
代
日
本
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
対

応
は
一
九
〇
七(

明
治
四
〇)

年
の

「
癩
予
防
法｣

制
定
か
ら
始
ま
り
、｢

浮

浪
癩｣

の
隔
離
か
ら
次
第
に｢

不
治

の
病
・
業
病｣

の
恐
怖
が
拡
め
ら
れ
、

一
九
二
九(

昭
和
四)

年
に
国
立
療

養
所
の
設
置
が
決
定
さ
れ
全
て
の
患

者
を
終
生
に
療
養
所
に
に
隔
離
す
る

こ
と
が
強
行
さ
れ
る
。
そ
れ
が｢

無

癩
県
運
動｣

と
し
て
行
わ
れ
長
島
愛

生
園
に
入
寮
を
強
制
さ
れ
た
。
そ
れ

が
一
九
三
一(

昭
和
六)

年
の
満
州

事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
時
期
と
重

な
り
、｢

日
本
民
族
の
浄
化
、
強
化｣

の
思
想
が
含
ま
れ
、
ド
イ
ツ
ナ
チ
ス

の
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
虐
殺
と
重
な
る
こ

と
、
隔
離
が
国
策
に
よ
る
強
制
、
強

行
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
日
本
の
ハ

ン
セ
ン
病
対
策
の
中
心
と
な
っ
た
光

田
健
輔
の｢

完
全
隔
離
策｣

の
功
罪

が
論
じ
ら
れ
、
光
田
へ
の
私
淑
か
ら

献
身
的
に
そ
の
下
で
治
療
に
当
っ
た

小
川
正
子
、
そ
の
『
小
島
の
春
』
も

文
学
的
に
は
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
国

策
の
強
行
に
協
力
者
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
に
時
勢
を
徐
々
に
創
り
上
げ

る
時
の
権
力
者
の
偏
執
意
志
の
〝
信

念
・
妄
執
〟
に
よ
っ
て
の
も
の
で
あ

る
こ
と
、
に
恐
怖
を
覚
え
る
。
熊
本

地
裁
の｢

ら
い
予
防
法｣

違
憲
国
家

賠
償
請
求
で
原
告
勝
訴
の
判
決
に
時

の
小
泉
純
一
郎
首
相
が｢

国
は
控
訴

せ
ず｣

と
決
断
、
謝
罪
を
評
価
、
二

〇
〇
一
年
の
こ
と
。
　
妄
執
の
信
念

で｢

平
和
憲
法
と
共
に
歩
ん
だ
日
本｣

の
時
勢
を
転
換
さ
せ
、｢

違
憲｣

の
声

に
耳
を
か
さ
な
い
安
倍
晋
三
首
相
の

決
断
の
〝
今
〟
に
こ
の
稿
を
書
く
。

た
ば

『
三
好
記
』
の
内
膳
正
の
記
録

今
に
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と
勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

天野忠幸さんの増補版と戦国遺文

紀伊北部の畠山氏の山城跡を眺む

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

天
野
忠
幸
さ
ん
の
精
励

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

帰りたい、帰れないの思いの納骨堂

新良田教室の閉校時に建てられた碑

希望の碑の裏面

む
し
あ
け 

せ  

と

〝

〟


